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研 究 主 題

生徒 の自主 的 ・実践的 な活動 を通 して、「生 きる力」 をは ぐくむ特別活動 の指導 の工夫

1主 題設定の理由

これか らの中学校教育 においては、価値観が多様化 し、変化 の激 しい社会 に主体的に対応 し、

心豊 かにた くま しく生 きる力 をは ぐくむ教育 の実践が強 く求 め られて いる。

高度情報化社会 の中で、生徒 たちは、擬似的 ・間接的 な体験 の機会 は多 くな ったが、 反面 、

自然 に触 れ ることや勤労 ・奉仕 的な体験 などの生活体験が不足 して いる実態が ある。 また、家

庭 ・地域 においては、少子化 や都市化現象 などによ り子 ど もたちの集団 による遊 びが消え、大

人 とのふれあいの機会 も少 な くな って きた。学校 において も、受験競争や知識偏重 の考え方 な

どによ り、 自己中心 的で社会性 に欠 け る生徒が増 え る傾 向が見 られる。 これ らの課題解決 のた

め に、望 ま しい集 団活動 を通 して生徒 の社会性 や個人的資質 を育成す る ことが大切で あ り、特

別活動 の役割 は大 きい と考 え る。

そ こで本年度 の特別 活動 の研究 では、学級活動 における進路学習 やボ ランテ ィア活動体験 な

どの体験 的活動 を取 り上 げ、生徒一人一人 が 自主 的 ・実践的 な活動 を進 め、 お互 いに認 め合 い

協 力す る集 団の中で、 自己実現 を図 ることを目指 した。

第1分 科 会で は、学級活動 におけ る 「進路 の学習 を通 して、 目的意識 を もって主体的 に生 き

て いこうとす る生徒 を育 て る学級活動 の工夫」 を副主題 とし、進路学習 のそれぞれの活動 の目

的や内容 につ いて理解 を深 め、積極 的な参加態度 を身 に付 け主体 的に生 きて い こうとす る生徒

の育成 を図 ることをね らい と して研究実践 を行 った。

第2分 科会で は、 「生徒会活動 に生徒一人一人が 自主的 ・意 欲的 に参加 す るため の指導 の工

夫」 を副主題 と し、学校 や地域 で行 われ るボ ランテ ィア活動体験 を通 して、生徒が 自発的 ・自

治的な生 徒会活動 をす るために生徒 自身 の企画 や運営 を支援 し、 その成果 を評価す る指導 の工

夫 などにつ いて研究実 践を行 った。

II第1分 科会

副主題 「進路の学 習を通 して、 目的意識 をも って主体的 に

生 きて いこうとする生徒を育 てる学級活動 の工夫」

1副 主 題 設 定 の理 由

変 化 が 激 しい、 これ か らの社 会 に対 応 し、 た くま し く生 き るた め に は、 生 徒 一 人 一 人 が 主 体

的 に 自 らの 課 題 を 発 見 し、 自 ら判 断 し、 行 動 して い く こ とが強 く求 め られて い る。 この よ うな

課 題 を 設 定 す る意 欲 や 能 力 、判 断力 、 行 動 力 を もっ た め に は、 一 人 一 人 の生 徒 が 自分 の将 来 の

目標 や 日々 の 活 動 へ の 目標 を 明確 に して い る こ とが、 基 本 的 に必 要 で あ る と考 え られ る。 この

ことか ら、 生 徒 に求 め られ る 『生 き る力」 と して、 目的意 識 を も って主 体 的 に社 会 や集 団 にか

か わ り、 生 きて い こ う とす る態度 で あ る と考 え る。
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また、現状 の中学校 の進路指導 において も、各 々の学 習 の目的 を理解 させ る ことが で きない

まま、指導 内容 や方法が形式化 し、学力 のみによる進路選択 になる ことが多 いため、将来 の自

己実現 にむけての目的意識 を もたせ る指導 にっ なが っていない。各 々の学習 の目的 を明確 に理

解 し、 自らの課題 を設定 し、 目的意識 を もって、集団 の中でお互 いの課題 を踏 まえて、活動す

る ことによ り、主体的 に生 きることの大切 さを学 ばせ たい と考 える。

本分科会で は、学級活動 において進路学習 を展開す る上 で、各 々の学習 の目的 を生徒一人一

人が理解す るための指導方法 の工夫 ・改善 が必要 である と考 え、本副主題 を設定 した。

2研 究 の内容

(1)研 究構想図

学校教育へ の要請

・生涯 を通 じて社会 の変化 に主体的 に対応 し、 た

特別活動の目標

望ましい集団活動を通して

くま しく生 きる人間 の育成。
・心身 の調和 のとれ た発達 と個性 の伸長 を図 る。

・集団 の一員 と して よ りよい生活 を築 こ うとす る
・生涯 にわたって主体的 に学習 に取 り組 む資質 や

主体的、実践 的な態度 を育 てる。

能力 の育成。 ・人間 と しての生 き方 にっ いての自覚 を深 め、 自

・創意工夫 し、 ゆと りの中で 「生 きる力」の育成。 己を生 かす能力 を養 う。

生 徒 の 現 状 指導の現状と課題

・自 らの活動 に対 して主体的 に取 り組 めない。 ・生徒 が主体 的に取 り組 める活動 内容 や場 が十 分

に与 え られ て い な い。

・目的意識が弱 く、 よりよい生活 を求 める意欲が

低 い。
・各 々の学習 の目的を理解 させる指導方 法の工 夫

・人間関係が希薄で ある。 が必要 である。

主 題

生徒 の自主的 ・実践 的な活動 を通 して、 「生 きる力」 をは ぐくむ特 別活動 の指導 の工 夫

_習 を__を 、。&議 、漂 。,とす。生徒轍 、学級_ll

仮 説

学級活動 における進路指導 の中で、各 々の学習 の目的を理解 させる指導方法 の工夫をすれば、主

体的 に生 きてい こうとす る生徒 を育 てるこ とがで きるであろ う。

研 究 内 容 ・方 法

(1)研 究構想図 の作成

(2)授 業研究

実践① 「ライフプ ラン」 を用 いた、3年 間の進路学習 への導 入

実践② 目的意識 を もたせ る 「上級学校調 べ』 の導入

研究 のま とめ と今後の課題
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●

(2)授 業 研 究

実 践 ① 『ラ イ フ プ ラ ン』 を 用 いた、3年 間 の進 路 学 習 へ の導 入

① 指 導 計 画

ア 題 材 名 第 一 学年 「ライ フプ ラ ンに っ い て考 え よ う」

イ 題 材 設 定 の 理 由

進 路 計 画 を 立 て た り、 自分 史 や 「ラ イ フ プ ラ ン」 を 作 成 す る学 習 は、 「職 業 調 べ 」 や

「働 く こ との意 義 」 な ど、 進 路 情 報 の 理 解 や 望 ま しい職 業観 の形 成 の あ と に題 材 と して 取

り扱 って い る こ とが 多 い。 しか し、 多 様 化 して い る生 徒 の進 路 に関 わ る意 識 に対 応 す るた

め 、 始 め に 「ライ フプ ラ ン」 を作 成 、 発 表 す る活 動 を行 い、 それ に基 づ いて 、 以 後 の 活 動

の 内 容 、過 程 を 柔軟 に す る こ と と した。

この 活動 に お い て、 生 徒 が相 互 に啓 発 して 自 己 の進 路 に関 す る未 知 の部 分 を 具 体 化 し、

「課 題 の明 確 化(今 後 の 進 路 学 習 の必 要 性 や 夢 を もっ こ との 大 切 さ に気 づ か せ る)」 や

「意 識 の共 有 化(不 安 や 悩 み を 共 有 す る)」

を 図 る こ とが で き、 生 徒 が今 後 の進 路 学 習 の意 義 を理 解 し、 必 要 感 を もっ こ とが で き る と

考 え、 本 題 材 を設 定 した。

ウ 指 導 の ね らい

ω 級 友 の様 々 な進 路 計 画 を聞 き、 自分 も夢 を もと うとす る意 欲 や 態度(=自 らの 目標 を

設 定 し、 目的意 識 を も って主 体 的 に生 き て い こ うとす る)を もた せ る。

(イ)自 己 の将 来 の生 き方 を考 え る上 で 、 自 己 の適 性 の 理 解 、 進 路 情 報 の 理解 や 活 用 、 望 ま

しい職 業 観 や将 来 生 活 の設 計 等 の価 値 観 の形 成 、 な どが 必 要 で あ る こ とを理 解 させ 、 今

後 の進 路 学 習 に っ い て の 目的 意 識 を もたせ る。

工 指 導 の過 程

(第 一 時)「 ラ イ フ プ ラ ンを 立 て よ う」

・ ライ フプ ラ ン作 成 上 どん な(人 生 にお け る)出 来事 が あ る か 学 級 で 話 し合 い 、

考 え させ る。

・(人 生 に お け る)出 来 事 を ど の よ うに レイ ア ウ トした ら よ いか 説 明 し、 「ラ イ

フプ ラ ン」 を ワー ク シー トに ま と め させ る。

・ 「ライ フプ ラ ン」 を書 いて い る うち に出 て き た疑 問点 や、 わ か らな い こ とを ま

とめ、 進 路 にっ いて 自分 が 何 を 知 らな いか を 理 解 させ る。

(第 二 時)「 ライ フプ ラ ンに つ い て考 え よ う」

「本 時」 ・ 前 時 の ワー ク シー トを もと に ラ イ フプ ラ ンを 数 人 の生 徒 に発表 させ る。

・ 質 疑 応 答 に よ って 気 付 い た こ とを 記 入 す る。

・ 数 人 の発 表 の例 か ら、 同 じ不 安 を もって い る こ とや様 々 な進 路 が あ る こ と、 将

来 の生 き方 を考 え る上 で 、 夢 を もっ こ との 大 切 さを理 解 す る。

・ 質 問 事 項 にっ いて 、 進 路 学 習 の 題 材 を挙 げ て 関連 を説 明 し、 中学 校 三年 間 の進

路 学 習 につ いて 理 解 を図 る。

(第 三 時)「 これ か らの学 習 に つ い て考 え よ う」

・ ライ フプ ラ ンを 実 現 させ るた め に、現 在 何 を した らよいか考 え させ、 ワー ク シー
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トに記 入 させ る。 一

・ 班 の 中 で 、 各 自で 考 え た こ と を発 表 し、 互 い に評 価 させ る。

・ 進 路 学 習 の 計 画 表 を見 せ 、 これ か らの 活 動 の 流 れ や 内容 につ いて理解 を深 め る。

・ 進 路 学 習 に対 して の 目標 を 考 え させ る。

オ 本 時 の ね ら い

(ア)発 表 につ いて の 質 疑 や 意 見 交 換 の 中 か ら、 将 来 の 生 き方 を 考 え る上 で 夢 を もっ こ との

大切 さや 、 様 々 な進 路 学 習 の 内容 が あ る こ と に気 づ か せ る。

(-r)ラ イ フ プ ラ ンの 発 表 を 通 じ、互 い に同 じよ うな 進 路 に関 す る不 安 を もって い る ことや、

様 々 な 生 き方 が あ る こ とを 理 解 す る。

力 本 時 の 活 動

1

活 動 内 容 指 導 ・援 助 の 留 意点1評 価 の 観 点

活

動

○ あ い さつ

○ 本 時 の課 題 を 理解 す る。

・プ リ ン トを 配 布 す る 。i

…
・本 時 の 題 材 を 板 書 す る 。 一 本 時 の 課 題 を 理 解 で き た か 。

の ・ラ イ フ プ ラ ン を 立 て る 上 で 必 要

開 な こ と は 何 か 。

始 ・他 の 人 が ど ん な 夢 を 持 っ て い る

か 。 …

○ ラ イ フ プ ラ ン を 発 表 す る。 .ビ デ 搬 影 機 を使 用 し記 入 船i.自 分の 考 え を 分 か りや す く発表

・前 時 の プ リ ン トを も と に 発 表 す が よ く 分 か る よ う 工 夫 す る 。 す る こ と が で き て い る か 。

活 る 。 ・代 表 的 な も の を選 ん で 発表 させ

・発 表 者 以 外 の 生 徒 は 、 質 問 事 る 。

動 項 を ワ ー ク シ ー トに 記 入 す る 。 ・個 人 の プ ラ イ バ シ ー の 保 護 や 、
・聞 い て い て わ か ら な い こ と を 記 人権 に関 す る事 項 にっ い て留 意

の 入 す る 。 す る 。
・基 本 的 に は 、 生 徒 の 発 問 に よ っ

展 ○ 発 表 者 へ 質 問 す る 。
・ワ ー ク シ ー ト に 記 入 し た こ と に 憂携 藷9、 、宰簾9茸灘i

・話 し合 い に 進 ん で 参 加 し て い る

か 。

開 つ い て 質 問 す る 。 な 質 問 と な る よ う 助 言 す る 。 ・生 徒 相 互 の 意 見 の 交 流 は 、 活 発

・質 疑 応 答 に よ っ て 気 づ い た こ と ・い く つ か の 質 問 を、 板 書 す る。 に 行 わ れ て い る か 。

も 記 入 す る。
一 一 一-

○ 自 分 た ち の 疑 問 点 と 、 こ れ か ら ・質 問 事 項 に つ い て、 進 路 学 習 の ・自己 の将 来 の 生 き 方 を考 え る 上

の進 路学 習の 内 容 の関 連 にっ い 題 材 をあ げ て 関連 を説 明 し、 中 で、 今 後 の 進 路学 習 で 様 々な ご

て 知 る 。 学 校 三 年 間 の進 路 学 習 の 流れ や とを学 ぶ 必 要 性 が あ る こ とが わ

活 内 容 に っ い て 理 解 を 深 め る 。 か っ た か 。

動 ○ 不 安 や悩 み を共 有す る。 ・発 表 か ら、 同 じ不 安 を 持 っ て い ・仲 間 の 様 々 な 進 路 を 聞 い て 、 自

の

○ 将 来 の 生 き 方 を 考 え る 上 で 、 夢

を も つ こ と の 大 切 さ を 知 る。

る こ と、 様 々 な 進 路 が あ る こ と:分 も 夢 を も と う と す る 意 欲 を も

将 来 の 生 き 方 を 考 え る 上 で 、 夢iつ こ と が で き た か 。

を も つ こ と の 大 切 さ を 理 解 さ せ1

ま る。2

と

○ ワ ー ク シ ー ト に ま と め る。 旨・ 自 分 の 考 え を し っ か り ま と め る
・こ れ ま で の 活 動 の 意 義 や 、 こ れ1こ とが で き て い る か。

1

め

か ら の 活 動 内 容 に っ い て 理 解 をE

図 る。

○ 自 己 評 価 、 相 互 評 価 を 行 う。 ・他 の 人の 意 見 か ら新 しい発 見が

・ワ ー ク シ ー トの 終 わ っ た 生 徒 か あ っ た か 。

○ あ い さ つ 。 ら、 評 価 カ ー ド を 配 布 す る 。

キ 評 価 の観 点、

(ア)生 徒 の活 動 の評 価

・話 し合 い に進 ん で参 加 して い るか。

・他 の 人 の意 見 か ら新 しい発 見 が あ った か。

・自分 の考 え を し っか り発 表 す る こ とが で きて い るか。
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・自分 の考 え を し っか りま と め る ことが で きて い るか 。

・級 友 の様 々 な進 路 を聞 いて 、 自分 も夢 を もと うとす る意 欲 が 高 ま っ たか。

・自己 の将 来 の生 き方 を考 え る に は、 今 後 の進 路 学 習 で 様 々 な こ とを 学 ぶ必 要 が あ る こ

とが わ か ったか 。

ビ)生 徒 集 団 の評 価

・生 徒 相 互 の意 見 の交 流 は活 発 に行 われ て い るか 。

(ウ)指 導 の評 価

・指 導 の ね らい は適 切 で あ ったか 。

・活 動 内容 が 生 徒 の進 路 学 習 へ の関 心 や 意 欲 を高 め る こ とが で きた か 。

・活 動 内容 が 生 徒 に 自主 的 、 実 践 的 な活 動 を させ る ことが で き たか 。

ク 事 後 の指 導 と生 徒 の活 動

・将 来 の夢 を もて ず に、 ライ フ プ ラ ンが 立 て られ なか った生 徒 に対 し教 育相 談 を実施 す る。

② 実 践 の過 程

ア 事 前 の活 動

0リ ライフプランの作

成上の出来事の検討

(-r>ラ イ フ プ ラ ン の イ

メ ー ジ づ く り

(ウ)ラ イフプ ランの作

成

口 将来の夢(既 習)

を参考にライフプラ

ンの検討

団 ライフプラン作成

時に生 じた疑問点の

整理

ライ フ プ ラ ン作 成 上 、 ど の よ うな 出来 事 が あ るか 学 級 で 話 し合 い

考 え る。(学 校 、 結 婚 、 家 庭 、 住 む場 所 、 趣 味 な ど)

話 し合 い を進 め なが ら、 ワ ー ク シー トの 書 き方 の イ メ ー ジを膨 ら

ませ る。(資 料1)

(写真1)「 ライフプ ラン」 の ワー ク シー トをま と

めて いるよ うす出来 事 の レイ ア ウ

トの しか たを説明 し・
,1野 ..開

;;三で潔鑑 癖_}、 購
(写 真1)

以 前 行 っ た将 来 の

夢 の ワ ー ク シー トを

返 し、 そ れ もプ ラ ン

の 中 に 書 き 込 む 。

(資 料2)

ラ イ フ プ ラ ンを 書

紬

罵. き
礁

ノ

夢

いて い る う ち に出 て き た疑 問点 や 、 わ か らな い こ とを ま と め、 進 路

につ いて 何 を 学 習 す るか を 理 解 す る。
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(資 料1)「 ラ イ フ プ ラ ン 」 の ワ ー ク シ ー ト

ラ イ フ ブ ラ ン を 立 て よ う
1年 組 一一.一一 番 氏名 一.

1こ れ か ら の 人 生 で と ん な で き こ と が あ る か 考 え て み よ う。
出て きた 項Bを まrめ よ う 一

i■
iJ

2ラ イ フ フ ラ ン を 立zよ う
(t) 将 来 のワ ※ 「湛略 について考えよ う」のプリン トから8毒 出そ う。

「
,一

将来 の夢

コ
(2)私 の ラ イ フブ ラン

隼齢 プ ラ ン よ う 蓼
o-一 一一一 一 一.一 一

一 f/
『

一 1

一

10

1
3

旨

一

20

=
.1.
.

　■
lI

30
1

=

二

II
I

!
dO

　

　

一 .

一

50
一

一 .

= 1

60

-「 ■ …

一

一

フ0-一 一

1

.・

1

ヨ!
、。-/

3ラ イ フ プ ラ ン を 立 て て みz、 わ か ら な か っ た こ こ や、 困 っ た こr

を 書い て みよ う
_一__.___________1

卜 ・

i

ド

i
i
J
噛

「

(資 料-2)「 将 来 の 夢 」 の ワ ー ク シ ー ト

進 路 に つ い て 考 え よ う

1年 組 番 氏名

1将 来の夢について

(1)小 学校に入学す るころの夢は?

ア どちらかに○をっけて下さい あった ・なか った

イ アで 「あ った」と答えた人は具体的に答えて下さい

(2>小 学校 を卒業するころの夢は?

ア どち らかに○をっけて下 さい あった ・なかった

イ アで 「あった」 と答えた人は具体的に答えて下さい

(3)現 在の夢は?

ア どちらかに○ をっけて下さい ある ・ない

イ アて 「あるJと 答えた人は具体的に答えて下さい

イ 本 時 の 展 開

0り 前 時 の ワ ー ク シ ー トを も

とに ライ フ プ ラ ン を 数 人 の

生 徒 が 発 表 す る。(写 真2)

発 表 に は ビ デ オ 投 影 機 や

液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー 等 を 使

用 し、 発 表 に 集 中 で き る よ

うに工 夫 す る。(写 真3)

(イ)発 表 者 以 外 の 生 徒 は 、 質

問 事 項 と して ワ ー ク シ ー ト

(資 料3)に 記 入 し、 質 問 さ

せ る。(写 真4)

(ウ)質 疑 応 答 に よ って 気 づ い

た こと も記 入 させ る。

国 授 業 の最 後 に、 評 価 カ ー ド

(写真2) ライ フプ ランを ビデオ投 影機 を使 って発 表 して い る

よ うす

(資 料4)を 記 入 さ せ る。
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「

(写 真3)ワ ー ク シ ー トを 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー (写真4)発 表者に対 して質問 しているようす

で投影

灘齢
1■ 、

㌧蝿 響灘 鍵

`:iト塾 艶
ρ

蹴 ・.一 鵜 戯
π[[ げ く

、 瞳 鯨 ・

鮭撫1
・・隔 い ド

碧[.へ

:韓 へ

灘 け「、 Ψ

麟 羽

/。二郵 ㈹
憂〆誠織襲

」;興

男動.

r一

,
.講

♂
潔

ボ

饗

㌦
灘謄

秘
峯

-

1～1鰹

臨

贈編

罫気
。沸 斗謬 ミ

瞬艶

姦
瀞
艶

甲

導

、"

'閏
'姉

灘

.
篤

ノ

◇
`
辱}
`

ヤ
・

轟
",

(資 料3)本 時 の ワー ク シー ト

ラ イ フ プ ラ ン に つ い て 考 え よ う

・二nnらA人 が の人1ニライフブ うンを発 衰しても らい まe .発 寝レL(れ る人の
中 に6.ラ イフヲ ランが しつかり 書けLい る人もモ う2な い人も 様々い ほすが、 み
～ 弓の掌冒 のため に発aしLく れ ます.尭 衰を口い てし っかリ考 えLみ ましよう.

1.ラ イ フ ブ ラ ン の 発 衰 に つ い て 質 問 しzみ よ う。 質 問 に 対 しz箸

え て も ら つ た ら、 そ の 答 え も 麿 い て み よ う。
聚国いLい て.お かしいQこ 羅うrこ うや.わ か56い4と 鳳うここうを質筒しLみ よう.

さ ん に対 して

さ ん に対 して

「霞 悶

さ ん に 対 レ て

,

・

2

う

「

話 しSいzわ か ら 弦 か っ た こ こ、 共 雇 し た こrを ま と め て み よ

2実 践 の結 果(評 価 カ ー ドよ り)

ア 「進路 学習は どのよ うに役 に立 つと思 いますか?」

(生 徒の感想)

● 自分 の夢 で よ くわ か らな い と ころ が、 わか るよ うに な る。
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・ ほん と う に(今 考 え て い る)ラ イ フプ ラ ンが

自分 に あ って い るか 考 え る時 に役 に立 っ と思 う。

・ どん な学 校 に行 けば、 どん な 仕事 に就 け るか

な どを よ く考 え な け れ ば行 けな い こ とが よ くわ

か った の で、 役 だ った。

・ 自分 が、 今 考 え て い る仕 事 以 外 に どん な仕 事

が 自分 に あ うの か考 え る時、 役 立 っ と思 う。

イ 「他 の人 の意 見 か ら新 しい発 見 はあ りま した か?」

(生 徒 の 回答)

・ 夢 を も と う と思 った。

将 来 の職 業 は、 自分 の趣 味 や特 技 を生 か して

い こ う と思 った。

・ 夢 を も って い な い人 が け っ こ うい る と思 った。

・ 消 防学 校 が あ るの を知 った。

・ ト リマ ー や、 図 書 館 司書 とい う仕 事 が あ る こ

とを知 った。

(資料4)評 価 カ ー ド

この授粟を振 り返って
1年 組 番 氏名.

この時間の痩業を娠り返って.次 のアノケートに答えよう。

1話 し合いに進んで参加できましたかワ

}lii+ま 鵬 いい。 聖

2　 のんのセヨからがしい　　はありましたかウ

摩 なことワ

)

3仲 間のさまざまな進路を聞いて.自 分も夢を持とうとする意欲を持っことかできましたかつ

「
はい まあまめ いいえ

dな 　　ヨ(NILYIべ やロよぬサけ　べなどラの　ねさ ゆヨセ　をほじますかつ

は・ ・… い い・・「

5ク ラスの話し合い 〔種見交榛)は 活発でしたか?

F戴3垂 一騨㌔

6自 分にとって進路の掌冒はどのように役立つと思いますかつ

]
i 1

③ ま と め と今 後 の課 題

ア ま と め

㈲ 他 の生 徒 の発 表 に よ って、 自分 の知 らな い職 業 や学 校 が あ る こ と に気付 い た。 生 徒 の

中 に は、 「職 業調 べ 」 や 「上 級 学 校 調 べ 」 な どの 進 路 情 報 にっ い て の 理 解 や 活 用 に関 心

を もっ 者 が い た。

(-r)自 己 の適 性 を理 解 し生 か す こ とが、 職 業 を選 択 す るた め の要 素 の一 つ で あ る こ と に気

付 い た生 徒 が い た。

(ウ)夢 が な い こ とに よ って生 じて い る漠 然 と した将 来 に対 す る不安 を 共 有 す る こ とが で き

た。 ま た、 一 部 の生 徒 に は夢 を も と う とす る意 欲 が あ らわ れ た。

ω ライ フ プ ラ ンの作 成 とそ の発 表 に基 づ い た進 路 学 習 の展 開 は、進 路 に対 す る意 識 の 差

や 、 目的 の有 無 な ど、 多 様 化 して い る生 徒 に応 じた活 動 で あ る こ とが、 進 路 学 習 へ の 目

的 意 識 の高 ま りが 見 られ た こ とに よ って 明 らか に な った。

イ 今 後 の 課 題

Oり 班 単 位 で ライ フ プ ラ ンの発 表 を行 う時 間 を確 保 す る こ とに よ って 、 よ り多 くの 発 表 の

機 会 を 通 して 、 一 人 一 人 の 目的 意 識 を一 層 高 め る こ とが で き る と考 え る。

(-r)ラ イ フ プ ラ ン作 成 時 に、 生 徒 が 自分 の疑 問 点 を整 理 し、 進 路 にっ い て知 らな い こ とが

あ る こ と を気 づ か せ る指 導 を よ り きめ細 か に行 う こ とに よ って、 さ らに進 路 や 将 来 の 生

き方 を 深 め る ことが で きる と考 え る。

(ウ)本 研 究 にお け る進 路 学 習 の導 入 が、 今 後 の学 習 活 動 に効 果 的 に結 び つ い て い るか を検

証 して い く必 要 が あ る。
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実践② 目的意識 を もった 「上 級学校調 べ」 の導入

① 指 導計画

ア 題材名 第二 学年 「上級 学校調 べ について考 えよ う」

イ 題材設定の理 由

生徒 は、 これ までの進路の学習や上級生 ・卒業生 の情報 な どか ら、 自分 の将来 の進路 に

興味 ・関心を抱 くよ うにな って いる。 しか し、具体 的に夢 を もって学校生活 を送 ってい る

生徒 は、少 ないのが現状であ る。 また、上 級学校進学 にっいて は、限 られた情報 や成績 の

みの偏 った考え方で と らえて いる面 もあ り、 自己の能 力 ・適性 ・将来 の希望(目 標)を 基

に考え るまで には至 って いな い。そ こで、 上級学校調 べの 目的や内容 を考 え させ、 目的意

識を もって主体的 に取 り組 ませ るため に、本題材を設定 した。

ウ 指導のね らい

(ア)上 級学校調べ の目的や内容 を ライフプ ラ ンを基 に学 級で考え ることによって、 目的意

識 を もって主体的 に生 きて いこ うとす る態度(二 生 きる力)を 育て る。

α)進 路計画 の作成や進路 の選択 の際 には、 よ り新 しく、正確な情報 とその活用 が大切で

ある ことを理解 し、積極的 に情報 を求あて い こうとす る意欲や態度 を育て る。

工 指導 の過程

(第 一 時)

(第 二 時)

(第 三 時)

(第 四時)

(第 五 時)

オ

oづ

ラィ フ プ ラ ンを立 て る。

ライ フ プ ラ ンを基 に上 級 学 校 にっ いて 、 知 りた い内 容 ・調 べ る方 法 を考 え させ

る。

上 級 学 校 にっ いて 、 知 りた い内 容 ・調 べ る内 容 を話 し合 う。 …(本 時)

班 ごと に上 級 学 校 調 べ をす る。

上 級 学 校 につ い て各 班 ご とに発 表 す る。

本 時 のね ら い

上 級 学 校 調 べ を す るに 当 た って、 何 に重 点 を置 いて 調 べ る のか を話 し合 い、 目的 や 調

べ る 内容 を明 確 に す る。

ω 話 し合 い を通 して主 体 的 に 目 的意 識 を も って上 級 学 校 調 べ に取 り組 む 意 欲 を もっ 。

(ウ)生 徒 一 人 一 人 が課 題 を明 確 に し、 班 や グ ル ー プ の話 し合 い に積 極 的 に参 加 す る。

力 本 時 の評 価

ω 上 級 学 校 にっ い て、 知 りた い 内容 ・調 べ る 内容 を ライ フ プ ラ ンを基 に考 え て、 発 表 す

る こ とが で きた か。

(-r)班 で の話 し合 い や全 体 で の話 し合 い を通 して、 主 体 的 に 目的意 識 を も って上 級 学 校 調

べ に取 り組 む意 欲 を もた せ る こ とが で きた か。

(ウ)班 や グル ー プ で の話 合 い に進 ん で参 加 し、 ま た発 表 に も意 欲 的 に取 り組 み、 学 級 に協

力 す る こ とが で きた か。
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キ 本時の活動

活 動 内 容 指導 ・助言の留意点 評 価 の 観 点

活 ・あ い さつ ・本時の題材を書いた用紙を提示 ・本時の活動内容やね らいについ

動 ・先 生 の話 しを 聞 いて 、本 時 の 学 し、黒 板 に貼 る こ とで 、本 時 の について理解し、活動意欲をも
の 習の課題を理解する。 課題を理解させる。 っ ことが で き た か。

開 ・司会が前に出て準備をする。 ・ 「上級学校調べにっいて考えよ

始 う 」

・司会の指示で、生活班から討議 ・希望のある、なしで不公平感を ・調 べ た い内 容 を 考 え て あ るか 。
活 す る班 にす る 。 与えないように配慮する。 ・自分の考えを発表することがで

・上級学校にっいて調べる内容や ・班 長 の 司会 の もと 、 スム ー ズ に き たか 。

動 調べる方法について班で話し合 話し合いができるように机間指 ・話 し合いに進んで参加 している

う 。 導 をす る 。 か 。

の ・各班で話し合った内容を発表す ・黒 板 に掲 示 させ る。(白 色) ・発表を関心をもって聞くことが

る 。 ・グル ー プ の 人 数が 多 いの で 、 全 で きた か 。

展 ・2グ ル ー プ に分 か れ て 、 調 べ る 員が話し合いに参加するよう机 ・生徒相互の交流は、活発に行わ
内容や調べる方法にっいて、再 間指導する。 れ て い るか 。

開 度 話 し合 う。
・黒 板 に掲 示 させ る。(黄 色) ・発表を関心をもって聞くことが

・各グループで話 し合った内容を で きた か 。

発 表 す る 。

活 ・上級学校について調べる内容と ・調べる手立てを説明する。 ・何について調べればよいのかを

動 方法を確認する。内容の関連に 確認できたか。
の つ て 知 る。 ・目的意識をもって取り組めるよ

ま うに配慮する。
と
め

・あ い さつ

② 実践の結果 (写真5)班 での話 し合 い

ア 本時の展開

σう 班で の話合 い(写 真5)

将来 の職業 につ いて希望 のあ る生徒

の 班 と、 まだ 決 ま って い な い生 徒 の班

を 、 それ ぞ れ3班 作 り、 各 班 ご とに調

べ た い内 容 ・知 りた い 内容 に っ い て話

し合 い、 画 用 紙 の短 冊 に記 入 す る。

(イ)班 ごと に発 表(写 真6)

班 ごと に話 し合 った 内容 を 発 表 し、

'劉1'

・蝕

》 醤

費

記入 した画用紙 の短冊 を黒板 に掲示す

る 。 (写真6)班 ごとの発表

(ウ)2っ の グ ル ー プ に分 か れ て の話 し合

い(写 真7)班 で 話 し合 っ た こ と を

もと に職 業 にっ い て希 望 の あ る グル ー

プ と ま だ決 ま って い な い グ ル ー プ に分

かれて再度話 し合 い、画用紙 の短冊 に

記 入 す る。

国 グ ル ー プ ごと に発 表(写 真8)

グ ル ー プ ご と に話 し合 った 内容 を発

表 し、記入 した画用紙 の短冊 を黒板 に

掲 示 す る。
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囲 ま とめ(写 真9)

調 べ る内容 につ いて、 調べ る手 立 てを考 え さ

せ る。 また、調 べ る手立 てを簡単 に説 明す る。

(授業後 のア ンケー ト)

<上 級 学 校 調 べ につ い て考 え よ う!>

2年 組(}氏 蛋

① 上鍛 学校贋べ をする とき、あなたは何 につ いて嘱ぺた い と思 い裏ずか?

② あな たに とって上級学校爾べ13,ど んな慧味 がある と思 います か?

③ 次回 に行 う上級学 捜贋べをす るにあた って の決意また は.今 日の捜 梁の

感想 を書いて 下さい!

(写真7)グ ル ープでの話 し合 い

購 軽 鵜 艇締 瞬 演一 瀞 ・軸鰍

翫 鱒 」}1　 脚糎 魯 槻門

:瀧 灘パ
壷'・ 滞 舞1

(写真8)グ ル ープごとの発表

(写真9)ま とめ

嶋碑鱗難
遜隆輪＼

イ 生 徒 の感 想

(授 業 後 の生 徒 の感 想 の主 な もの)

・私 は、 上 級学 校 に つ い て あ ま り考 え た こ とが

な か った の で、 授 業 で い ろ い ろ考 え て い る う

ち にた くさん知 りた い こ とが 出 て き た の で 、

上 級学 校 調 べ で少 しで も分 か るよ うに な る と

い いな と思 い ま した。(女 子)

・いざ高校 を選 ぶ ときに分か らない ことが 出て き

て、悩 まない ように調 べたい と思 う。(女 子)

・今 日の授業 で、 高校 につ いて何 を調 べれ ば よい

のかな どが分 か った。 みん なで話 し合 ってみ る

といろいろな調 べ ることが出て きた。(男 子)

・自分 の 進 路 につ いて調 べ るの だ か ら真 剣 に調

べ た い と思 う。(男 子)
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③ ま と め と今 後 の課 題 》

ア ま とめ

ω 調 べ る内 容 にっ いて 、2つ の グ ル ー プ に分 けて 考 え させ た。 両 方 の グ ル ー プ と も部 活

動 ・規 則 ・行 事 な ど につ い て の質 問 が 多 く、 ほ とん どが 共 通 して い た。

ω 職 業 にっ いて 具 体 的 に希 望 の あ る生 徒 の班 で は、 「資格 を取 る た め に は ど う した らよ

いか 。」 や 「免 許 が とれ るの か。」 な ど の 自分 の将 来 の職 業 を考 え て の質 問 が い くつ か だ

され た。 まだ 将 来 の職 業 が 決 ま って い な い生 徒 の班 で は、 中 学 校 生 活 を基 準 に考 え て の

質 問 だ けで あ り、 両 者 に は質 問 の内 容 につ いて 差 が 見 られ た。

(ウ)最 初 、 班 で 考 え させ て 次 に グ ル ー プで 考 え させ たが 、 他 の班 の意 見 を聞 いて か ら考 え

させ た こ と に よ って 、 さ らに深 く考 え た生 徒 が 多 か っ た。

口 調 べ る内 容 を 生 徒 た ちで 考 え た た め、 教 師 側 か ら調 べ る内 容 を提示 した と きに比べ て、

上 級学 校 調 べ に主 体 的 に取 り組 む こ とが で き た。

イ 今 後 の課 題

Oり 上級 学 校 調 べ にお いて 調 べ る内 容 が 部 活 ・規 則 ・行 事 な ど に偏 って しま う傾 向 が あ り、

ラ イ フプ ラ ン作 成 の 指 導 を重 視 し、 これ を もと に考 え る こと に よ っ て 自分 の 調 べ た い 内

容 が、 よ り具 体 的 にな り主 体 的 に 目的 意 識 を もっ た上 級 学 校 調 べ が で きる と言 え る。

α)二 年 次 で はな く、一 年 次 の 進 路 学 習 の導 入 で ラ イ フ プ ラ ンを作 り、 三 年 間 の 進 路 学 習

の 際 に フ ィ ー ドバ ック し、 いっ も目的 意 識 を もたせ て 進 路 学 習 に取 り組 ませ る こ と に よ

り継 続 的 な 指 導 とな る と考 え る。

3研 究 の ま とめ と今後 の課 題

(1)研 究 の ま とめ

進 路 学 習 に 当 た り、 ライ フ プ ラ ンの 作 成 を 用 いた 導 入 や 、 上 級 学 校 調 べ の内 容 を生 徒 自

ら考 え させ る こ とに よ って 、 そ れ ぞ れ が 学 習 に対 して 目的 意 識 を もって 活動 で き る よ うに

な った。 この こ とに よ り、 生 徒 に主 体 的 に生 きて い こ う とす る態度 が育 て られ た と言 え る。

(2)今 後 の課 題

今 後 の課 題 と して、3年 間 の進 路 学 習 に限 らず 日常 の 教 育 活動 にお いて 、 生 徒 自 らが そ

の 目的 を考 え る指 導 を意 図 的 ・計 画 的 に 行 って い けば 、 主 体 的 に生 きて い こ うとす る態 度

(=生 き る力)を 育 成 す る こ とが で き る と考 え る。

<参 考>A校 で2年 生 を対 象 に 「上 級 学 校 調 べ」

の前 に 「ライ フプ ラ ン」 を行 い、 そ の前 後 に ア ン

ケ ー ト調 査 を行 い、 右 の よ うな結 果 に な った。 翁

ライ フプ ラ ン作 成 以 前 で は、 単 に上 級 学 校 の種

類 を知 りた い とい う生 徒 が も っ と も多 か った が、

そ れ以 後 は、 上 級 学 校 調 べ を その後 の進 路(将 来)

と結 びっ け て考 え る生 徒 が増 え て い る。 この こ と

か ら、 「上 級学 校 調 べ 」 に対 す る生 徒 の 目 的 意 識

が 高 ま った と い え る。

なぜ上級掌校調べをするのかの棒折線グラフ

質轟讐

圏 號
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皿 第2分 科会

副主題 「生徒会活動 に生徒一人一人が 自主的 ・意 欲的 に参加 するための指導 の工夫」

1副 主題設定 の理由

これか らの社会で は、生徒 自 らが身の周 りや社会の中か ら課題 を発見 し、社会 の一 員 と して

協力 しなが ら解決 を目指 して活動す る意欲 ・態度を身 に付 けることが期待 されてい るが、学校

教育 において は、 このよ うな自発的 ・自治的態度 を養 う中心的な活動の場が生徒会活動である。

しか し、生徒会活動 の現状 は生徒が教師 の指示通 りに活動す ることが多 く、功利的 な動機か

ら活動 に参加 した り、一般生徒 の生徒会へ の所属感 も薄 く、学校生活 の向上 と結 びっ く主体的

な活動 とな って いない。

また、指導 に当たる教師 につ いて も、生徒会活動 に対す る認識や指導観 に差異が あるなど共

通理解が図 れず、全校体制で生徒会活動 を支援 した り、活性化 させ るよ うな取 り組 みが なされ

ていない ことが課題 として指摘 されている。

以上 のよ うな状況 を改善す るには、生徒 の視野 を身 の周 りや社会 によ り大 きく広 げ、様 々な

問題 に気付 き、興味 ・関心 を もち、 その解決 のために生徒会活動 を展開す ることが大切であり、

このよ うな活動 を支援 ・助言 す る全校体制 の指導が必要 である。

本分科会 では、 このよ うな指導 の具現化 を図 るため、生徒が活動す る意義 や喜 びを理解 して

行動 す るためのボ ランテ ィア活動 を取 り上 げ、生徒一人一人 が自主的 ・意欲 的に生徒会活動 に

参加 す る態度 を身に付 けることで、生徒会活動 が活性化 し発展す る ことをね らい として本副主

題 を設定 した。

2研 究 の 内容

(1)研 究構 想 図

主

生徒の自主的 ・実践的な活動を通 して、[生 きるカ]を はぐくむ特別活動の指導の工夫

生徒及び生徒会活動の実態

・主体性 ・意欲にかけ、形式的で工夫に乏 しい

・功利的で所属感が薄い

・生活が忙 しく、余裕がない

教師側の現状 と課題

・生徒会 に対する認識や指導観 に差がある

・全校を挙げての指導体制がない

・指導に当てる時間の確保が難 しい

副 主 題

生徒会活動に生徒一人一人が自主的 ・意欲的に参加するための指導の工夫
一『　 一 一 一 一 「一

説

生徒の興味 ・関心の高い活動を通 して、生徒会活動を指導 ・援助すれば活動が活性化 し、生徒に充

実感をもたせることができて、一人一人が自主的に参加する態度が身に付 くであろう

研究内容 ・方法

(1>研 究構想図

(2>実 態調査

(3)自 主的 ・意欲的 に参加す るため の指導 の工夫

(4)活 動の実践例

・学校、地域の美化活動 ・リサイ クル活動

・使用済み カー ド回収活動 ・ユニセフ活動

・身障者運動会 の手伝 い
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(2)生 徒会活動 に対す る生徒意識 アンケー ト(F校 の例 、全学年対象 対象人数99名)

生徒会活動 を活性化 させ るた めの指導の工夫や取 り組 み を検討す るため、生徒会活動 に対す

る生徒の意識の実態を下記の質問 によ り調査 した。

【質問内容 と結 果】 グ ラフ①

魔 巨]あ なたはあなたの学校の生

徒 会 活 動 が活 発 だ と思 い ます か 。 一年生

ア.と て も活 発 だ と思 う。

イ.や や活 発 だ と思 う。 二年生

ウ.あ ま り活 発 だ と思 わ な い。

エ.ま った く活 発 だ と思 わ な い。 三年生

[ウ,エ と答 え た 主 な 理 由]

1年 → 活動 内 容 が わ か らな い。

ロ ア

易 イ

E]ウ

國 工

0102030405060708090100%

2年 ・3年 → 一 般 生 徒 の 参 加 の 場 が 少 な い。 活 動 が パ タ ー ン化 して い る。

匡画]あ なた は生徒会活動 に興味 ・関心が あ りますか。

ア.と て も興 味 ・関心 が あ る。

イ。 少 し興 味 ・関 心 が あ る。 一年生

ウ.あ ま り興 味 ・関心 が な い。

エ.ま った く興 味 ・関心 が な い。 二年生

[こ の 主 な理 由]

○ 役 員 、委 員 会 が よ くが ん ば っ 三年生

て い る。 ○ み ん な の 力 で 大 き な

こ とが で き る。

グ ラフ②

ロ ア

昭 イ

ロ ウ

國 工

0102030405060708090100

0学 校 の 役 に 立 ち た い 、 よ い 学 校 を っ く り た い 。 ○ や り が い が あ る 。

●活動 内容 がよ くわか らない。FO… 積極的な理 由 ●…消極 的な理 由1

魎]あ なたは生徒会活動 にお いて、 みんなで協 力 して一緒 に活動 す ることに充実感を感 じ

ま す か。 グ ラ フ③

ア.と て も感 じる。

イ.や や感 じる。

ウ.あ ま り感 じな い。

エ .ま った く感 じな い。

[こ の主 な理 由]

○ 行 事 で い い思 い 出 に な るか ら。

○ 自分 た ち の学 校 を つ く って い

る感 じがす る。

一年生

二年生

三年生

ア

イ

ウ

エ

ロ

脇

霞

國

0102030405060708090100%

○ 他 学 年 と仲 良 くな れ る。 ○ 自分 の活 動 が認 め られ た経 験 が あ る。

●強 制 的 な感 じが す る。 ● や って い な い人 に不 公 平 に感 じる。 ●活 動 す る場 が な い。

●役 員 だ け しか が ん ば って い な い。
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麺]あ なたは生徒会活動 が活発 になる ことは自分 のためになると思 いますか。 グラフ④

ア.と て もためにな ると思 う。

イ.少 しはためにな ると思 う。

ウ.あ まりためにな ると思 えない。

エ.ま った くためにな ると思 えない。

[こ の 主 な理 由]

○校則 が変わ る。○活動 内容 が変 わ る。

○学校 の雰 囲気がよ くな る。

○話 し合 いが さかんにな る。

一年生

二年生

三年生

ア

イ

ウ

エ

ロ

膨

口

團

0102030405060708090100%

● 一 部 だ け が が ん ば る だ け だ か ら。 ● 自分 と は 関 係 な い よ う に 思 え る 。 ● 面 倒 で あ る 。

璽]あ なた は生徒会活動 の改善 や新 しい取 り組 みを行 お うとした場合進んで参加 しよ うと

思 い ます か。 グ ラフ⑤

ア.進 んで参加 しようと思 う。

イ.少 しは参加 して もよい と思 う。 一年生

ウ.あ まり参加 した くはない。

エ.ま った く参 加 しよ うとは思 わない。 二年生

晦]生 徒会 活動 と して、 ボラ ンテ

ィア活 動 を取 り入 れ た場 合 、 あ な た
三年生

は参 加 しよ う と思 い ます か。

ア.と て も参加 した いと思 う。

イ.参 加 して もよ いと思 う。

ウ.あ まり参加 しようと思わな い。

エ .ま った く参加 しようと思 わない。 一年生

[こ の 主 な 理 由]

○や った ことが ない。○達成感を感 じよ 二年生

い経験だ った。○人の ため に何か したい。

● めん ど う。● はずか しい。
三年生

【調 査 結 果 の傾 向 及 び考 察 】

同 様 の調 査 を 複 数 校 で 行 っ たが 、

ロ ア

昭 イ

[コ ウ

團 工

0102030405060708090100%

グ ラ フ ⑥

1:'`'''" 、「

27

iii

i

易1蕊 翻 …一一一
38

…,鵬 圏,1巳

15遜

1

31

II}II411

ア

イ

ウ

エ

ロ

昭

圃

團

0102030405060708090100%

そ の結 果 は おお よ そ次 の よ うな 同 じ傾 向 を 示 した。

1.学 年 が 進 む につ れ て 活 発 化 の評 価 、 活 動 へ の 興 味 ・関 心 、 活動 へ の 充 実 感、 自分 との か か

わ り、 積 極 性 な どが 下 が る傾 向 が あ る。

2.ど の学 年 と もボ ラ ンテ ィア活 動 に対 して 意 欲 が あ る。

3.生 徒 自身 が 生 徒 会 活 動 の 停 滞 化 ・マ ンネ リ化 を認 め て は い る もの の 新 しい取 り組 み に意 欲

が 少 な い の は、 教 師 の指 示 に よ る活 動 が 多 く自主 的 な活 動 が 期 待 で き な いか らで は な いか と

考 え られ る。

4.生 徒 は や りが い ・自 己有 用 感 な ど意 義 を 感 じて 取 り組 め る場 や 人 と人 と のっ なが りが 結 び

っ く場 を求 めて い る ので は な いか と考 え られ る。
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∫

(3>自 主的 ・意欲的 に参 加す るための指導の工夫 厚

生徒 会活 動 に生徒一 人一人が 自主的 ・意欲的 に参加 し、生徒会活動 を活 性化 させ るた めに、

指導の工夫や重点化を図 った。

① 指導の工夫の内容

1.生 徒会役員の指導 に重点をお いた取 り組

み

2.各 委 員会活動の指導 に重点をお いた取 り

組み

3.生 徒会本部か ら学級へ の指導 に重点 をお

いた取 り組み

4,生 徒会役員 の学習活動 に重点 をおいた取

り組み

5.広 報活動 に重点 をお いた取 り組み

6.朝 礼 ・行事 などを通 じて全校生徒 に呼 び

か ける指導 の工夫

7.自 由参加 の生徒 による取 り組 み

8.ア ンケー ト調査 の実施 による指導 の工夫

0 各校 の取 り組 み内容 と指導 の工夫 の内容(例)

・生徒会役員が活動状況 を把握 し、生徒 のア

イデアを生かす工夫

・生活委員 による人権尊重 ア ンケー トの実施

・生徒会本部 の活動 に沿 って、学級委員会 や

合同班長会議 の実施

・区役所訪問や リサイ クル ビデオの学習会 の

実施

・生徒会広報誌や壁新聞 ・ポス ター等 の工夫

・朝礼 や給食 の時 間の生徒会役員の呼 びかけ、

文化祭 での呼 びかけ

・生徒会報 を通 じての参加 申 し込 みや放送 や

ポス ターによる呼 びかけ

・ボ ランテ ィア活動 に関す るア ンケー ト結 果

を文化祭 で発表

◎ 重点事項 ○ 関連事項

指導の工夫の内容

各校の取 り組み内容
1 2 3 4 5 6 7 8

A校 地域美化活動においての指導の工夫 0 0 0 0 0

B校 リサイ クル活動

亀

◎ 0 0 0

C校 使用済みカー ド回収活動 O O 0

D校 人権尊重学習 としてのユニセフ活動 O 0 0 0 0 0

E校 心身障害者運動会でのボランティア活動 0 0 0 0

F校 ユニセフ募金活動 0 O 0 0 O

G校 ユニセフ学習活動の推進 O 0 O 0 0 0
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(4)活 動の実践例

〈実践 例1:A中 広報 活動に重点をおいた地域 美化活動 の指 導の工夫〉

① 生 徒会活動 の活 性化のための指導の工夫

ア 生徒会役員が生徒会活動 の内容 や意義 につ いて検討 す る。

イ 生徒会本部 よ り委 員会、一 般生徒 に活動 への参加 を呼びか ける。

ウ 生徒会役 員が全校朝礼 で活 動の趣 旨を説 明 し、参加 について呼 びかけた り、生徒 会広報

誌 を工夫す る。

② 活 動計画

・活動 内容 やね らいの検討(生 徒会 活動 に対 す る意識調 査の結 果を

提示 し、考 え させ る)

・活動 内容 やね らいの協議、PR方 法(募 集方 法)及 び準備 の検討

生徒会役員会i

リサイ クル委員会

生徒会役員会}

全校朝礼

リサイ クル委員会

地域美化活動の実副

生徒会役員会

。広報誌 の作成(広 報誌 に参加 申 し込 み用紙 を載 せ る)

・全校 朝礼の準備

・生徒 会役員 が直接、全校生徒 へ説 明、参加 の呼びか け

・広報誌 の配布、朝 の会 の時間に説 明

・給食 の時間の呼びか け(役 員 が学級 をまわ る)

・前 日準備

(写 真1、2)

・感想 文を書 く、反省点 や改善点 を話 し合 う

1驚褥贈
騨 寄'や ザ

(写 真1、2)学 校 周辺 の落 ち 葉、 空 き缶 、 吸 い殻 拾 い

③ 活動 に対す る評 価

ア 生徒会役員か ら具体的な改善点 が出 され、活動 への意 欲や 自主性 が高 まった。

イ 広報活動の結 果、多 くの参 加希望があ り学校全体の生 徒会活動 に対す る意識 も高まった。
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(資料)・

地域美化 活動への参加 を呼 びか けるた め、生徒会広報誌 に活動の 目的、 日時、場所、内容 な

どを明記 し、生徒会役員 と関係委員会だ けで な く、一般生徒の参加希望を募 る用紙を添付 した。

生 徒会 広報 誌 に下記の ような参加 申 し込み用紙を付 け、 その場での参加 申 し込みがで きるよ う

に した。

r キ リ ト リ 線

「地域美化活動」 に参加 を希望 します

学年 年 組 番

氏名

※ 生徒会活動や美化活動 へ の関心 が高 ま り、

予想以上 の参加生徒が集 ま り、地域 の実態 を

改めて知 る ことがで きた り、参加者 はや りが

いを感 じる ことがで きた。

生徒の感想

・初 め は少 しや りた くなか ったが 、 参 加 者 も多 く真 面 目 に取 り組 ん で い て、 と て も楽 し

か っ た。 地 域 の 人 に 「ご くろ うさ まで す 。」と声 をか け られ 、 ま た や り た い と思 っ た。

・ごみ の 多 さ に び っ く り した。 普 段 か ら自分 た ちが 気 を付 け な ければ い けな い と思 った。

・友 だ ちが 「ぼ くた ち本 当 に一 生 懸 命 や ったん だ よ。」と言 って くれ て、 自分 た ち で決 め

た こ と を文 句 も言 わ ず にや って くれ た人 が い た ん だ な あ と本 当 に うれ しか った。

〈実践例2:B中 生徒会役員 の学習活動 に重点 をお いた 「リサ イクル活動」 の指導 の工夫〉

① 生徒会活動 の活性化 のための指導 の工夫

ア 生徒会役員 の意識 を高 あるため活動状況 の把握 を行 い、生徒 の アイデアを生 かすよ うな

話合 い活動 を して い く。

イ 区役所訪問や視聴覚教材 の使用 など、体験 か ら学習 が深 ま るよ うな工夫 をす る。

ウ 活動実践後 の評価 を行 い、充実感 が もて るよ うに工夫 す る。

② 活動計画

・現在 の リサイ クル活動 の状況 にっいての把握生徒会役員会

、

リサイ クル活動

生徒会役員会

役所訪問

生徒会だより発行

ビデオ学習会

ア ンケー トの実施

・生徒会役員 の意識 を高 め る工夫

・具体 的な活動 内容 にっいての話 合 い

・生 徒 会 だ よ り、 壁 新 聞、 ポス ター な ど に よ るPR

・生 徒 会 役 員 が調 査 、 学 習 した こ との紹 介(写 真3)

・中央 委 員 会 → 学 級 委 員 → 委 員 会 を 通 じて の 呼 び か け

・牛 乳 パ ッ クな どの 回収 の 幅 を広 げ て い くこ との 検 討

・昼 の放 送 や朝 会 を使 って のPR

・保 護 者 や地 域 の方 々 へ の 呼 び か け

・ビデ オ学 習 会 の実 施(写 真4)
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〈役所 訪問 メモ〉

生徒会役員 が役所訪 問を行 い、学習活動 を行 った。

(資料)

役所訪問メモ

・区が リサ イクル活動を始 めた目的 は何ですか。

・回収 され たアル ミ缶 はどんな物にな るんですか。

・月 にどれ くらい集 まるのですか。

☆役所を訪問 しての感想

生徒会役員会

・ゴ ミの減少 と有効活 用

・資源循 環型社 会の構 築

・溶か して また アル ミ缶 に戻 る

・集団回収(平 成8年)計323 ,661kg

「リサイ クル活動 とただ一言で言 うけれ ど、 その裏 には大変 さや、奥深 さ、重みが あるとい うことを

感 じた。 この経験 を生 か し、 リサイクル活動 を広 めると共 に、 自分 で も関心 を もって活動 して い きた

い と思 った。」

☆ みんなに伝 えたい こと(生 徒会 だよ りのアイデア ・メモ)

「皆 さんの飲 み終 わ ったアル ミ缶 やペ ッ トボ トル ・スチール缶 は、 ゴ ミになるよ り リサイ クル して、

またアル ミ缶 や建築 の材料 やセー ターなどにな った方 が、地球環境 に もとって もいい ことです。

箋 ↓
榊

(写真3)役 所訪問

③ 活動 に対す る評価

ア 学習活動、広報活動へ の取 り組み を通 じて生徒会役員 の意識 は高 ま った。

イ 「リサイ クル活動」 においては、地域社会 との連携 によると ころが大 きい。

_≪a .,91㌧
`.ノ.。 、 〆F..鳳,

蟻搾撫無 避 義
(写真4)ビ デオ学習会

生徒 の感想

・い い経 験 が で きた と思 う。 初 め て わか った こ と もい ろ い ろ あ った。

・自分 で で き る こ とは や って み よ う とい う気 に な った。(役所 訪 問 、 生 徒 会 役 員 生 徒)

・ち ょっ と した こ とで 資源 を無 駄 に しな い で す む とい う こ とが わ か った。

・リサ イ クル で き る もの は しな くて は と思 った。(ビ デ オ学 習 会 参 加 者)
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〈実践例3:C中 広報活動 に重点 をおいた使用済勧 一 ド回収運動 の指導 の工夫〉

① 生徒会活動 の活性化 のたあの指導 の工夫

ア この回収運動が本校 で始 ま った経緯 を全校生徒 に説明す る ことによ り、一人一人 の生徒

が及 ぼす生徒会活動へ の影響力 の大 きさを理解 させ、生徒会活動へ の積極 的参 加 を促 す。

イ 昨年度 まで生徒会本部 のみで行 っていた広報活動、回収運動 を学級委員 や一般の生徒 ま

で広 げることによ り、多 くの生徒が所属感 ・成就感 を もて るよ うにす る。

ウ 地 域の方々への広報活動、回収運動を行 うことによ り本部役員の目を地域 に向けさせ る。

工 回収 された カー ドを展示す ることにより、 次回の回収運 動へ の意欲付 けを行 う。

② 活動計 画

・カー ド回収運動 の現状 にっいての把 握[学 習会]

この運動 の始 まった きっか け(一 人 の一般生徒 の提案)

回収 されたカー ドの使 いみち

・広報活動 の計画[話 合 い活動]

広報 ・回収活動 にどのよ うに
コ く

脇 瓢 瀦 収方法 ぞ 謄 訟
r

・実 際 の 広 報 活 動
繍 侮 、を!豊ユ コロ0

朝 礼 呼 びか け、 生 徒 会 新 聞 、 ・ ・,、

壁新 聞 、 ポ ス タ ー等(写 真5・6)_鹿 だ 一 一'ぎ し、 τ識

・中央 委 員 会 の 実施(写 真5)

・各 学 級 へ の 呼 び か け[広 報 活 動]

生徒会新 聞の読 み合 わせ、

広報 ・回収活動等へ協力依頼

その他 の活動案 の募集

・広報、回収活動 の協力 ・参加、

回収へ の協力

・回収 カー ド集計、展示準備、送付

③ 活動 に対 す る評価

ア 様 々な広報活動 によ り一般生徒 の生徒 会への関心 が

高 ま った。

イ 広報活動 の結果、予想以上 の参加者 は出なか ったが、

今後一般生徒が進んで参加 で きるよ うな行事 を生徒会

役員が考え るきっか けとなった。

本部役員の活動

「学級委員会の活動

「搬 生徒の活動

体部役員の活馴

(写 真6)

ウ 地 域 へ の 広 報 な どを 考 え る こと に よ り、 生 徒 会 役 員 の活 動 へ の意 欲 が高 ま った。

生徒 の感想

・普 段 も回収 箱 を設 置 して欲 しい
。

・今 年 は参 加 で きな か った が来 年 は ぜ ひ参 加 した い
。

・カ ー ド回 収 活 動 以 外 に も
、 参 加 で き る活 動 を増 や して欲 しい 。
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〈実践例4:D中 生徒会本部か ら学級への指導 に重点をお いた人権尊重学習 の指導の工 夫〉

① 生徒会活動 の活性化 のための指導 の工夫

ア 生徒会本部役員が活動方針 ・内容 を具体的 に考 えるよ う指導す る。

イ 活動 内容 が各学級 に明確 に伝達 され るよ うに、 中央委員会、各専門委員会等 を有効 に活

用 し、組 織的 に指導 す る。

ウ 全校放 送 ・本部 会通 信を積極 的に用い、絶 えず 「全校 を挙 げた取 り組 み」 であ ることを

意識 させ る。

② 活動計画

全校放送 ・校内 シンポ ジウムに向 けて の説明
ド

1赤 い羽根募金1・ 全校 に参加希望者 を募 る
しT

学 級 会 ・生 活 ア ンケ ー ト(生 活 委 員 会)l
I

「募金参加者i・ 「新聞」「放送」で、感想 発表
L

i障害者 との交流会1・ 全校に参加希望者を募 る
L　

.本 部 か らの テ ー マ に沿 。て 作 文1
　

　

1交 流会参加者i・ 感想を聞 く
L下

・作 文 の ま と め

・班討議、学級討議(写 真7)

・本 校 の取 り組 み を リポ ー トし、 人 権

尊 重 を訴 え る

騒
禰曝

ぷll釜 〆
　 　 　　 　　　　　

鰯 撫 .誌 襲 一 ….ぞ 慰

(写 真7)

ユ ニ セ フ活 動

・資 料 の読 み合 わ せ な ど

「3年 生 を送 る会 」

・今 年 度 の 「ま とめ の場 」 とす る

学 級 討 議 の 結 果 得 られ た 「意 見」 を 「学 級 の 意 見」 と して 、 各 ク ラ スの 学 級 委 員 が 「校 内 シ

ンポ ジウ ム」 で 発 表 す る。

1か 月 以 上 全 校 で 「き ま り」 「自由」 「"い じめ"」 にっ いて 考 え て きた こ との ま と あ とす る こ

とが で きる。

この よ うな活 動 を経 て、 人 権 尊 重 学 習 の一 環 と して の ユ ニ セ フ活 動 に取 り組 み始 め る。
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③ 活動 に対 す る評価 鱒ガ

ア 本部役 員 は十分 に活動の趣 旨、内容を理解 し、 それを実際 に推進 して い く活動計画を考

え ることがで きた。

イ 本部 一中央委員会 一学級委 員 一各 学級 の流 れを通 して、取 り組み内容が生 徒一人一 人 に

伝 わ った。

ウ 放送 や通信 によ る 「呼びか け」 を繰 り返 し、 「人権尊重学習 の一 環 と して のユ ニセ フ活

動」 が生徒会全体 の取 り組 み と して、全生徒 が意識 す ることがで きた。

〈その他 の実践例〉

① 身障者運動会 でのボ ランテ ィア活動

生徒会本部が、障害者合 同運動会(写 真8、10)の ボ ランテ ィァ生徒 を募集 し、参加生 徒 の

感想や選手の感謝 の言葉 などを壁新聞(写 真9)に した り、撮影 した ビデオを一般生徒 に紹介

して生徒会全体 の活性化 を図 った。

(写 真8)

ボ ラ ンテ ィア参 加 生 徒 の感 想 文

私 は、 今 まで ボ ラ ンテ ィァな ど した こ とが なか った。

で も友 達 か ら誘 わ れ て や って み る こと に しま した。

初 あ は、 こん な 仕 事 私 にで き る の?と い う不 安 な気 持

ち で い っぱ いで した。 で も、 や って み れ ば と って も面

白 くて そ して 何 よ り一 番 楽 しか っ たの は、 それ ぞ れ 障

害 を も って い る人 た ち と一 緒 に、 競 技 に 出場 した り、

い ろ い ろ と話 した り と って も楽 しか った で す 。

私 は こん な に笑 顔 が素 敵 で み ん な一 人 一 人 楽 しそ う

に や って い て ス ゴイ と思 い ま した。 こん な に頑 張 って

い る人 が い る の に、 私 も頑 張 らな くち ゃ とい う勇気 が

わ い て きま した。 ・ …

(写真9) (写 真10)
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② ユ ニ セ フ学 習 活 動 を通 して の募 金 活 動

毎 年 行 って い る ユ ニ セ フ募 金 活 動 の意 義 を本 部 役 員 が

中心 とな り、 一 般 生 徒 と共 に学 習 す る こ とで 、 生 徒 会 活

動 の活 性 化 を図 る指 導 の工 夫 を した。(写 真11)

・文 化 祭 で舞 台発 表 の場 を借 り、 役 員 で試 写 し、 選 ん だ

ユ ニ セ フ広 報 用 ビデ オ を全 校 生 徒 に視 聴 させ た。

・役 員 自身 がパ ンフ レ ッ トな どで学 習 活 動 を行 った。

・事 前 の ア ンケ ー ト結 果 を文 化 祭 の舞 台 、 展 示 の両 方 で

伝 え、 学 習活 動 へ の理 解 と協 力 を求 め た。

・学 習 内容 を広 報 誌 に ま とめ(写 真 ・図 ・イ ラス トを 多

く入 れ、1年 生 で もわ か るよ うに フ リガ ナ を つ け た)、

放 送 活 動 に よ り全 校 一 斉 に学 習 活 動 を行 った。

・事 後 の ア ンケ ー トを と り、 成 果 と課 題 を知 り、 次 の 生

徒 会活 動 に 生 か す こ と と した。
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(写真11)文 化 祭での展示

3研 究のま とめ と今後 の課題

(1)研 究のま とめ

本研究 は 「生徒の興 味 ・関心 の高 い活動を通 して、生徒会活動 を指導 ・援助 すれば活動 が活

性化 し、一 人一人が 自主 的 に参加 す る態度 が身に付 き、活動 への充実感 を もたせ ることがで き

るで あろ う。」と考え、各学校の実態 に応 じた様々な ボラ ンティア活動 を取 り上 げ、指 導の工 夫

を行 った。 その成果を まとめ ると次 のよ うにな る。

① 全校朝礼や広報誌 な どを通 して、事前の広報活 動を工夫 したので、学校全 体の ボラ ンテ ィ

ア活動 や生徒会活動 に対す る意 識が高 ま り、 多 くの生徒の参加 を得た。

② 活動 の様子や参加生徒 の感想、地域 の方か らの メ ッセー ジな どを事後 に壁新聞 ・ビデオな

どで紹介す る ことにより、生徒や教師の生徒会活動 に対 す る理 解が高 まり、 協力的な姿勢 が

多 く見 られ るよ うになった。

③ 生徒会役員 の事前の十分 な学習 により、適切な活動計画を立 て ることがで き、役員の積極

的 な参加呼 びか けに一般生徒 も応え、成果 を収 めることがで きた。 また、生 徒会役員 に対す

る信頼感が増 し、役員 自身 も生徒会活動 の運営 に自信を もつ ことがで きた。

④ 地域の人 々との交流を通 して、 自分 たちの町 につ いて も理解 を深め ることが できた。

(2)今 後の課題

① 生徒会活動 の活性化を図 るため、各教師がそれぞれの適性を生か しなが ら学校全体 の共通

目標 に向 けて指導す るために、校内研修 などを通 して共通理解を図 る必要が ある。

② 学校や生徒 の実態を考慮 して 自校 にお ける課題を明確化 し、活動の精選や改善 を図 る。 ま

た、 ゆ とりある指導計画 の もと継続的 な活動 を進 めるために も全校体制で の協力 や活動時間

の確保が必要で ある。

③ 学校 の指導 のね らいの理解や活動へ の協力 などにつ いて、家庭 ・地域 との連携 をさ らに強

め、活動 の成果 を高 めて い くことが大切で ある。
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